
F－4　 人口移動と食 生活 の構造的 変化

一主食形態を中心 として一
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1. 人 口移動の激化は 全国的 都市化 を促進 せしめると

共に世帯 の生活様式 や生活 意識 に著しい影響 を与えてい

る。こ のような変動期において食慣習や食に対する態度

がどの ように変化しつつあ るか をあき らかにし， また将

来 変化 の動向を把握するこ とが本報告の基礎となっ てい

る調査の目的である。

2. 昭和43年度人 口問題 研究所 におい て行 なっ た ｀ヽ人

口の移動性 と社会経 済的 要因との関係 に関す る調査，V

は主食形態 について も若干 の調査 を行なっ た。全国16県

から32の都市を選択し，各 市の人 口集中地区か ら10調査

区を ランダ ムにサンプルし,  20歳以上の男子約17,000 人

について配票調査 を行なっ たものであ る。

3. 主要調査結果 は次の如くである。

1） 米 飯摂取傾向は，都市の人 口規模と深い 関係がみ

られた。

2） 人 口移動経験 者と非 経験者別 にみると，一般に移

動 経験者におい て米 飯摂取 の割合 は低い。



3）5 年前の調査 と比較する とこの５年間でパン食化

傾向は急速に進んだ が現在ではほぼ飽和状態に接近して

おり，3 回の食事における主食形態パタ ーンの固定化の

傾向 がみとめられ る。
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